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温 故 知 新
途上国研究のわすれもの・新しい架け橋

伝
統
的
課
題
と
繰
り
返
さ
れ
る
失
敗

―
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
先
住
民
の
土
地初

鹿
野
直
美

土
地
所
有
権
を
め
ぐ
る
争
い
と
い
え

ば
、
途
上
国
研
究
で
は
古
く
か
ら
延
々

と
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
課
題
で
あ
る
。

土
地
は
、
特
に
農
業
国
で
は
人
々
の
生

命
・
生
活
と
一
致
し
た
存
在
で
あ
っ
た

が
、
ひ
と
た
び
そ
れ
が
経
済
的
価
値
を

持
つ
に
至
っ
て
以
来
、
人
間
の
欲
望
を

も
っ
と
も
如
実
に
表
す
対
象
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
き
た
。
新
興
国
の
多
く
は
現

在
の
土
地
価
格
の
急
な
高
騰
に
直
面
し

て
お
り
、
投
機
の
対
象
と
さ
れ
た
土
地

は
、
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
に
踊
ら
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
脆
弱
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
が

不
正
の
温
床
を
提
供
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
国
の
一
例

と
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
土
地
所
有

権
を
め
ぐ
る
争
い
に
つ
き
、
特
に
先
住

民
に
か
か
わ
る
土
地
制
度
に
焦
点
を
あ

て
つ
つ
、
土
地
法
の
規
定
実
態
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
先
住
民

の
土
地
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ
て

か
ら
「
集
団
的
土
地
所
有
権
」
と
い
う
、

他
国
で
の
先
住
民
の
経
験
を
も
と
に
し

た
新
し
い
制
度
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
も

の
の
、
結
局
は
、
有
名
無
実
化
し
て
お

り
、
土
地
利
用
慣
習
は
大
き
な
変
化
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
経
験

に
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
土
地
管
理
行
政

が
抱
え
る
課
題
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
監
督
の
目
が
届
か
ず
長
年

無
法
地
帯
に
置
か
れ
て
き
た
た
め
、
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
脆
弱
さ
が
際
立
っ
て
い

る
。
定
義
上
国
有
地
と
さ
れ
る
森
林
地

が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
国
の
主
張
す

る
権
利
と
住
民
の
土
地
利
用
慣
習
と
が

衝
突
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
、

近
年
、
多
く
の
N
G
O
な
ど
の
支
援
の

手
が
本
格
化
し
、
人
々
の
注
目
を
集
め

る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

●
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
土
地
制
度

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
私
的
所
有
権
を

廃
止
し
た
内
戦
時
代
（
一
九
七
五
〜
七

九
年
）
の
影
響
で
、
土
地
所
有
権
の
混

乱
が
見
ら
れ
る
。
所
有
権
制
度
が
再
構

築
さ
れ
始
め
た
の
は
、
一
九
八
九
年
以

降
の
こ
と
で
あ
る
。

　

憲
法
を
改
正
し
経
済
を
自
由
化
し
た

一
九
八
九
年
「
土
地
管
理
お
よ
び
使
用

に
つ
い
て
の
政
策
実
施
に
関
す
る
指
導

№
3
」
に
て
二
〇
〇
〇
平
米
未
満
の
住

宅
地
の
所
有
権
と
、
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未

満
の
農
地
の
占
有
権
を
認
め
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
を
も
と
に
、
一
九
九
二
年
に

住
居
地
を
対
象
と
し
た
所
有
権
を
認
め

た
新
し
い
土
地
法
を
制
定
し
た
。
一
九

九
二
年
土
地
法
は
、
一
九
七
九
年
以
前

の
権
利
関
係
か
ら
の
断
絶
を
宣
言
し

（
一
条
）、
そ
し
て
、
法
律
の
制
限
内
で

の
土
地
所
有
権
を
認
め
つ
つ
、
一
部
で

慣
習
法
的
な
「
鋤
に
よ
る
獲
得
」（
耕

作
し
続
け
る
こ
と
で
農
地
を
獲
得
す

る
）
原
則
を
反
映
し
た
占
有
権
も
認
め

た
も
の
で
あ
っ
た
（
六
一
〜
七
六
条
）。

　

一
九
九
三
年
に
憲
法
制
定
議
会
選
挙

が
行
わ
れ
新
憲
法
が
制
定
さ
れ
、
経
済

活
動
が
活
発
に
な
っ
て
く
る
と
、
農
地

の
所
有
権
を
も
含
め
た
包
括
的
な
土
地

法
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
に
い
た

り
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
を
中
心
と
し
た

国
内
外
の
専
門
家
が
集
ま
り
、
一
九
九

〇
年
代
半
ば
か
ら
新
し
い
土
地
法
の
起

草
作
業
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
改
正
法
で

は
、
慣
習
法
的
な
土
地
の
利
用
形
態
を

解
消
す
る
た
め
の
諸
策
が
と
ら
れ
、
二

〇
〇
一
年
土
地
法
以
前
に
開
始
さ
れ
た

五
年
以
上
の
占
有
が
継
続
さ
れ
た
土
地

に
つ
い
て
所
有
権
を
認
め
る
こ
と
と
し

た
（
三
〇
条
）。
そ
し
て
、
土
地
登
記

に
関
し
て
は
、
世
界
銀
行
、
ド
イ
ツ
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
な
ど
の
支
援

に
よ
り
、
衛
星
写
真
と
最
新
の
機
材
を

用
い
た
積
極
的
な
支
援
が
行
わ
れ
た

（
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
レ
ジ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
）。
二
〇
〇
二
年
に
正
式
に
開

始
さ
れ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

登
録
件
数
は
、
二
〇
〇
九
年
九
月
の
時

点
で
一
一
〇
万
件
に
の
ぼ
っ
た
が
、
ま

だ
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
い
た
っ
て

お
ら
ず
、
残
り
の
土
地
は
あ
い
ま
い
な

状
態
に
留
め
置
か
れ
て
い
る
（
参
考
文

献
③
）。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
二
〇
〇
〇
年

代
の
急
激
な
経
済
発
展
に
あ
わ
せ
て
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
土
地
所
有
権
を
め
ぐ

る
紛
争
が
頻
発
し
て
お
り
、
連
日
メ

デ
ィ
ア
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
る
。N

GO
 

Forum
 on Cam

bodia

の
調
査
に
よ
る
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と
、
二
〇
〇
八
年
に
現
地
の
主
要
新
聞

で
扱
わ
れ
た
土
地
紛
争
一
七
三
件
は
、

全
国
に
ひ
ろ
ま
っ
て
い
る
（
参
考
文
献

④
）。
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
つ
の
紛
争

で
平
均
し
て
一
八
八
世
帯
、
二
七
六
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い

う
。た
だ
し
、四
三
％
が
五
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
下
で
あ
る
一
方
、
一
〇
％
は
五
〇

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
土
地
が
対
象
と

し
て
い
る
。
紛
争
件
数
が
多
い
州
と
し

て
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
、
カ
ン
ポ
ッ
ト
、

カ
ン
ダ
ー
ル
州
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
世
帯
数

が
多
い
の
は
、
ラ
タ
ナ
キ
リ
、
ク
ラ

チ
ェ
、
バ
ン
テ
ア
イ
ミ
ア
ン
チ
ェ
イ
州

と
い
っ
た
遠
隔
州
の
大
規
模
農
業
が
行

わ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
先
住
民
が

多
く
暮
ら
す
地
域
が
含
ま
れ
る
。な
お
、

紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
人
た
ち
の
う

ち
、
約
半
数
が
裁
判
や
調
停
の
際
に
効

力
を
主
張
し
う
る
よ
う
な
公
的
書
類

（
登
記
書
類
を
含
む
）
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
。

●
先
住
民
に
関
す
る
土
地
制
度

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
全
人
口
一
三
四
〇
万

人
（
二
〇
〇
八
年
セ
ン
サ
ス
）
の
大
半

は
、
ク
メ
ー
ル
人
（
い
わ
ゆ
る
カ
ン
ボ

ジ
ア
人
）
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
、
中

国
人
、
ベ
ト
ナ
ム
人
、
チ
ャ
ム
人
（
イ

ス
ラ
ム
教
徒
）
が
主
要
な
構
成
要
員
で

あ
る
。
こ
れ
以
外
の
、
ト
ン
プ
オ
ン
、

ブ
ラ
ウ
、
プ
ノ
ン
、
ジ
ャ
ラ
イ
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
先
住
民
の
人
口
は
、
一
〇
〜

一
五
万
人
程
度
と
考
え
ら
れ
、
全
人
口

の
一
％
程
度
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
独
自

の
文
化
を
維
持
し
て
お
り
、
土
地
利
用

に
つ
い
て
も
焼
畑
に
よ
る
移
動
式
農
業

と
狩
猟
・
採
集
を
軸
と
し
た
生
活
を
し

て
い
る
。
彼
ら
の
居
住
地
は
全
国
的
に

分
布
し
て
い
る
が
、
特
に
北
東
部
の
ラ

タ
ナ
キ
リ
州
と
モ
ン
ド
ル
キ
リ
州
で

は
、
人
口
の
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。

以
下
本
稿
で
は
、
こ
の
二
州
を
対
象
に

先
住
民
地
域
と
称
す
る（
参
考
文
献
②
、

⑥
、
地
図
参
照
）。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
憲
法
第
三
一
条
で
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
市
民
の
法
の
下
の
平
等
お

よ
び
人
種
や
言
語
、
信
条
等
で
差
別
し

な
い
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
。も
ち
ろ
ん
、

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
市
民
」
に
は
、
先
住
民

も
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
彼
ら
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
生
活
・
文
化
を
守
る

た
め
に
、
二
〇
〇
一
年
土
地
法
で
は
特

別
な
規
定
を
お
き
、
集
団
的
土
地
所
有

権
（
第
三
章
第
二
部
）
を
認
め
て
い
る
。

こ
れ
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
繰
り
返
さ

れ
た
大
規
模
な
森
林
伐
採
が
先
住
民
に

も
た
ら
し
た
影
響
か
ら
、
彼
ら
の
土
地

の
将
来
を
不
安
に
考
え
た
N
G
O
・
国

際
機
関
ら
が
、
先
住
民
の
代
表
者
ら
と

協
力
し
て
数
多
く
の
土
地
利
用
調
査
や

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
実
施
し
、

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活
動
を
行
っ
た
成
果
の

ひ
と
つ
と
さ
れ
る
（
参
考
文
献
⑤
）。

　

集
団
的
土
地
所
有
権
に
関
す
る
主
要

な
規
定
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。な
お
、

条
文
は
全
文
を
訳
出
し
た
も
の
で
は
な

く
、
主
要
箇
所
の
み
抽
出
し
た
。

◦
先
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
自
分
た
ち

の
伝
統
的
な
慣
習
に
し
た
が
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
土
地
を
管
理
し
続
け

る
も
の
と
す
る
（
二
三
条
）。

◦
先
住
民
の
土
地
と
は
、
住
居
地
や
伝

統
的
な
農
業
を
行
う
土
地
で
あ
る
。

土
地
に
は
、
現
在
実
際
に
耕
作
し
て

い
る
土
地
だ
け
で
は
な
く
、
移
動
式

農
業
を
お
こ
な
っ
て
い
く
過
程
で
将

来
耕
作
す
る
予
定
の
土
地
で
行
政
当

局
に
認
知
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。（
二

五
条
）。

◦
こ
の
よ
う
な
不
動
産
に
対
す
る
所
有

権
は
集
団
的
所
有
権
と
し
て
国
に

よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
付
与
さ
れ

る
。
こ
の
集
団
的
所
有
権
は
、
個
人

の
も
つ
所
有
権
と
同
じ
効
力
を
も
つ

が
、
国
公
有
地
上
の
集
団
的
所
有
の

土
地
に
つ
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
処

分
す
る
権
利
を
持
た
な
い
。
土
地
に

関
す
る
紛
争
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の

伝
統
的
な
意
思
決
定
過
程
に
解
決
を

任
さ
れ
る
（
二
六
条
）。

◦
文
化
的
、
経
済
的
、
社
会
的
な
変
化

に
伴
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
成
員
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
自
由
に
離
れ
る
こ

と
が
で
き
、
当
該
個
人
の
使
用
す
る

土
地
に
つ
い
て
の
権
利
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
か
ら
移
譲
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
二
七
条
）。

◦
先
住
民
の
土
地
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

構
成
員
以
外
の
外
部
者
に
権
利
を
譲

渡
す
る
と
い
う
こ
と
が
許
さ
れ
な
い

（
二
八
条
）。

●�

先
住
民
地
域
で
の
紛
争
事
例

　

先
住
民
地
域
は
、
山
が
ち
で
マ
ラ
リ

ヤ
地
域
で
あ
り
、
道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
も
遅
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
森
林

以
外
の
経
済
的
関
心
は
非
常
に
低
い
状

態
が
続
い
て
き
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
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〇
年
代
以
降
、
徐
々
に
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
進
み
、
同
地
域
の
肥
沃
な
赤
土
を
活

用
し
た
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
へ
の

関
心
が
高
ま
り
、
土
地
そ
の
も
の
の
経

済
的
な
価
値
も
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
前
記
の
よ
う
な
規
定
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
先
住
民
地
域
で
は
土

地
を
外
部
に
売
却
す
る
ケ
ー
ス
が
増

え
、
紛
争
が
急
増
し
た
。
先
住
民
地
域

に
生
じ
て
い
る
土
地
を
め
ぐ
る
紛
争
事

例
と
し
て
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
確
認

し
た
も
の
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ

う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

①
投
資
家
・
政
府
関
係
機
関
と
先
住
民

村
と
の
間
の
紛
争

◦
当
初
の
契
約
面
積
以
上
の
取
引
が
行

わ
れ
た
（
た
と
え
ば
、
村
人
が
合
意

し
た
の
は
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
み
の

売
買
で
あ
っ
た
は
ず
が
、
四
〇
〇
〜

五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
投
資
家
の
も

の
と
な
る
契
約
に
な
っ
て
い
た
）。

◦
実
態
と
は
異
な
る
投
資
家
を
所
有
者

と
し
た
土
地
の
登
記
が
発
行
さ
れ
、

本
来
の
住
人
と
の
間
で
衝
突
し
た
。

◦
国
有
地
上
に
住
ん
で
い
る
と
み
な
さ

れ
た
人
た
ち
の
土
地
が
、
投
資
家
の

使
用
を
認
め
る
「
経
済
的
土
地
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
対
象
地
に
設
定
さ

れ
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。

②
先
住
民
村
の
村
人
間
の
紛
争

◦
移
動
式
耕
作
の
た
め
、
あ
る
時
点
で

耕
作
さ
れ
て
い
な
い
土
地
が
、
持
ち

主
不
在
中
に
借
主
等
に
よ
っ
て
勝
手

に
売
買
さ
れ
た
。

③
先
住
民
村
間
の
紛
争

◦
隣
接
し
た
村
同
士
の
境
界
線
が
明
確

で
な
い
こ
と
か
ら
、
隣
の
村
の
土
地

を
侵
食
し
て
し
ま
っ
た
。

◦
他
の
村
が
、
貸
し
た
だ
け
の
は
ず
の

土
地
に
そ
の
ま
ま
居
座
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

先
住
民
地
域
に
限
ら
ず
、
類
似
の
事

例
は
一
般
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
地
域
に

お
い
て
も
観
察
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

た
だ
し
、
先
住
民
が
移
動
式
農
業
を

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
休
耕
地
（
外
見

は
森
林
地
）を
多
く
擁
し
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
、
彼
ら
の
多
く
が
ク
メ
ー
ル
語

で
は
な
く
て
先
住
民
の
言
語
を
主
と
し

て
使
っ
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
教
育

水
準
が
他
地
域
よ
り
も
非
常
に
低
い
こ

と
な
ど
が
あ
い
ま
っ
て
、
さ
ら
に
弱
い

立
場
に
お
か
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
さ

ら
に
、
人
口
の
増
加
、
お
よ
び
外
部
の

人
た
ち
に
土
地
の
権
利
が
う
つ
っ
て

い
っ
て
い
る
こ
と
は
、
先
住
民
地
域
の

土
地
不
足
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
先
住
民
が
多
く
居
住
す
る
ラ
タ

ナ
キ
リ
州
の
三
村
で
の
土
地
利
用
状
況

の
調
査
に
よ
る
と
、
一
九
八
九
年
と
二

〇
〇
六
年
の
あ
い
だ
の
一
人
当
た
り
の

耕
作
地
が
、Ａ
村
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
→
〇
・

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
Ｂ
村
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

→
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
Ｃ
村
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
→
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
軒
並
み
半
分

以
下
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

村
・
村
人
同
士
で
の
土
地
の
取
り
合
い

に
ま
で
い
た
っ
て
い
る
（
参
考
文
献

①
）。

●
環
境
の
急
激
な
変
化

　

外
部
の
投
資
家
の
進
出
や
ガ
バ
ナ
ン

ス
上
の
欠
陥
の
み
に
原
因
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。
急
速
に
経
済
開
発
の
波
が

押
し
寄
せ
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
自
身
の
生

活
も
変
わ
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

環
境
の
変
化
は
、
容
赦
が
な
い
。
先
住

民
自
身
も
、
土
地
を
売
っ
た
代
金
で
隣

村
で
バ
イ
ク
や
テ
レ
ビ
を
買
っ
て
い
る

人
た
ち
を
見
て
、
そ
の
欲
求
を
留
め
る

こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。

　

筆
者
が
二
〇
〇
八
〜
〇
九
年
に
か
け

て
、
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
の
村
を
訪
ね
た
と

き
、
村
の
土
地
の
大
半
が
す
で
に
外
部

の
投
資
家
に
売
り
払
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
あ
る
村
の
村
長
は
、「
以
前
は
、

バ
イ
ク
が
ほ
し
か
っ
た
り
す
る
と
、
土

地
を
売
っ
た
ん
だ
。
自
分
た
ち
に
は
ほ

か
に
売
る
よ
う
な
も
の
が
な
い
か
ら

ね
。
た
だ
、
最
近
は
、
い
ろ
ん
な
人
た

ち
が
＂
土
地
を
売
っ
て
は
い
け
な
い
＂

と
い
う
か
ら
売
っ
て
い
な
い
」
と
言
っ

て
い
た
。
一
方
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
し
て
、

土
地
を
守
ろ
う
と
い
う
パ
イ
ロ
ッ
ト
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
に
な
っ
て
い
る

村
の
村
長
は「
一
人
が
売
り
始
め
る
と
、

ど
ん
ど
ん
と
売
っ
て
し
ま
っ
て
村
の
連

帯
が
崩
れ
て
し
ま
う
。
村
人
に
は
土
地

を
売
る
な
と
伝
え
て
い
る
」
と
語
る
。

別
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
村
で
、
ク

メ
ー
ル
人
と
共
存
し
て
い
る
村
で
は
、

「
村
の
な
か
に
住
む
ク
メ
ー
ル
人
た
ち

に
は
、村
の
土
地
を
売
ら
な
い
よ
う
に
、

伝
統
的
な
儀
式
を
行
い
約
束
を
交
わ
し

て
い
る
か
ら
、う
ち
の
村
は
大
丈
夫
だ
」

と
言
う
。

　

土
地
登
記
に
向
け
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
三
村

は
、
全
部
で
一
〇
〇
以
上
あ
る
と
い
わ

れ
る
先
住
民
村
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な

い
。
村
長
た
ち
個
々
人
の
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
に
よ
っ
て
の
み
し
か
、
環
境
の
変

化
に
対
抗
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

●
制
度
が
機
能
し
な
か
っ
た
理
由

　

二
〇
〇
一
年
土
地
法
上
の
土
地
の
集

団
的
所
有
権
は
、
制
定
当
時
、
画
期
的

な
試
み
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
た
が
、

実
際
に
は
理
念
の
み
が
先
行
し
、
施
行

は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。
土
地

法
で
認
め
ら
れ
た
は
ず
の
集
団
的
土
地

所
有
権
を
実
行
す
る
た
め
の
細
か
な
制

度
が
整
わ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
最
初
の
段
階
で
、
集
団
的
土

地
所
有
権
を
認
め
る
主
体
が
誰
で
あ
る

の
か
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
土
地
に

対
し
て
、
ど
こ
ま
で
の
権
利
を
認
め
る
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の
か
、
細
か
な
ル
ー
ル
も
定
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

前
提
と
し
て
、
先
住
民
の
特
殊
な
土

地
所
有
権
の
登
録
を
問
題
と
す
る
以
前

に
、
全
国
的
に
土
地
管
理
行
政
全
体
が

遅
れ
て
い
た
援
助
機
関
も
通
常
の
地
域

に
対
す
る
通
常
の
土
地
登
記
の
支
援
に

力
を
傾
け
て
お
り
、
先
住
民
の
問
題
は

そ
の
次
の
課
題
と
さ
れ
た
。
政
府
関
係

者
の
間
で
先
住
民
の
土
地
所
有
に
関
す

る
問
題
意
識
や
知
識
が
希
薄
で
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
制
度
整
備
が
進
ま
ず
に

長
年
放
置
さ
れ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
だ

と
い
う
批
判
の
声
も
聞
か
れ
る
。
ま
た

そ
の
背
景
と
し
て
、
先
住
民
は
人
口
も

少
な
く
、
彼
ら
の
側
か
ら
積
極
的
に
声

を
挙
げ
る
ル
ー
ト
も
限
定
さ
れ
て
い
た

た
め
、
政
府
に
と
っ
て
相
対
的
に
関
心

の
低
い
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
こ
と
に
も

起
因
す
る
だ
ろ
う
。

政
府
は
「
国
家
戦
略
開
発
計
画
二
〇

〇
六
〜
一
〇
年
」
に
お
い
て
、「
先
住

民
の
土
地
所
有
権
の
登
記
を
含
め
、
土

地
法
の
効
果
的
な
実
施
の
た
め
に
必
要

な
法
的
枠
組
み
の
構
築
の
取
り
組
み
を

継
続
す
る
」
等
と
、
早
期
の
取
り
組
み

を
宣
言
し
、
国
土
管
理
省
内
の
土
地
政

策
評
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
大
臣
会

議
令
や
必
要
な
ル
ー
ル
の
検
討
を
続
け

て
き
た
が
、
二
〇
〇
九
年
五
月
ま
で
制

度
の
空
白
が
続
い
て
し
ま
っ
た
。

重
要
な
ル
ー
ル
の
ひ
と
つ
で
あ
る
先

住
民
の
土
地
登
録
の
手
続
き
に
関
す
る

大
臣
会
議
令
の
草
案
は
、
二
〇
〇
八
年

三
月
に
公
開
さ
れ
た
。こ
れ
に
よ
る
と
、

先
住
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
切
り

離
す
こ
と
が
で
き
な
い
「
精
霊
の
森
」

や
「
墓
地
の
た
め
の
森
」
の
登
録
範
囲

を
そ
れ
ぞ
れ
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
限
定
す

る
こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
脱
退

の
際
の
補
償
と
し
て
当
該
メ
ン
バ
ー
へ

の
土
地
を
分
配
す
る
こ
と
と
い
っ
た
規

定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
二
〇
〇
八
年
四
月
に
開
催
さ
れ

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
N
G
O
・

国
際
機
関
や
先
住
民
の
代
表
者
た
ち
か

ら
、「
先
住
民
の
土
地
が
限
定
的
に
し

か
守
ら
れ
て
い
な
い
」
と
懸
念
の
声
が

表
明
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
大
臣
会

議
令
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、
休
耕
地

部
分
を
国
有
地
と
規
定
す
る
条
文
を
も

盛
り
込
み
、
二
〇
〇
九
年
五
月
に
承
認

さ
れ
た
。
先
住
民
側
か
ら
す
る
と
不
満

が
残
る
も
の
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ

り
制
度
不
在
の
状
況
は
一
応
打
開
さ

れ
、
そ
の
後
、
実
際
の
手
続
き
が
進
め

ら
れ
る
道
筋
が
た
っ
た
。
た
だ
し
、
絶

え
間
な
く
変
化
し
て
い
く
環
境
に
、
ど

れ
だ
け
こ
の
制
度
が
対
応
で
き
る
の
か

は
、
未
知
数
で
あ
る
。

●
結
び
に
か
え
て

　

土
地
所
有
権
を
め
ぐ
る
慣
習
法
的
な

権
利
を
ど
う
扱
う
か
は
、
伝
統
的
な
課

題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

山
岳
地
帯
で
起
き
て
い
る
こ
の
出
来
事

は
、
多
く
の
途
上
国
で
起
き
て
き
た
／

起
き
て
い
る
出
来
事
の
一
事
例
に
過
ぎ

な
い
。
し
か
し
、
多
く
の
先
行
す
る
経

験
が
あ
っ
て
も
、
な
お
、
繰
り
返
さ
れ

る
こ
の
課
題
を
取
り
挙
げ
つ
づ
け
る
こ

と
な
し
に
は
、
い
ず
れ
の
事
例
も
歴
史

の
な
か
に
埋
も
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
で

あ
ろ
う
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
二
〇
〇
一
年
土
地
法

は
、
基
本
的
に
は
慣
習
法
的
な
権
利
を

放
棄
す
る
方
向
で
改
革
が
進
め
ら
れ
た

が
、
先
住
民
地
域
に
限
っ
て
、
集
団
的

所
有
権
を
認
め
る
手
法
を
取
り
入
れ

た
。
し
か
し
、山
積
み
の
課
題
の
な
か
、

施
行
の
た
め
の
取
り
組
み
は
遅
れ
に
遅

れ
た
。
そ
し
て
、
よ
う
や
く
取
り
組
み

が
本
格
化
し
た
こ
ろ
に
は
、
す
で
に
守

ら
れ
る
べ
き
先
住
民
の
土
地
の
多
く
は

失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
今
日
、
制

度
は
整
っ
た
が
、
実
際
ど
の
程
度
施
行

さ
れ
る
の
か
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
取
り

組
み
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
他
国

で
の
失
敗
経
験
が
活
か
さ
れ
る
と
き
が

く
る
の
か
も
試
さ
れ
て
い
る
。
事
態
は

変
化
し
続
け
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
、
研

究
者
と
し
て
関
わ
れ
る
範
囲
は
限
ら
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
人
び
と
が
注
視
し

て
い
る
あ
い
だ
も
、
そ
の
関
心
が
去
っ

た
後
も
、
よ
り
長
期
的
に
地
域
を
見
続

け
て
い
く
こ
と
で
、
課
題
の
本
質
を
さ

ぐ
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
筆
者
は
考
え

る
。

（
は
つ
か
の　

な
お
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
東
南
ア
ジ
ア
Ⅱ
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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